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肝内胆管付属腺増生は， 肝内結石症 の 特徴的組織像 とさ れ ， 多量 の 粘液が そ こ か ら塵 生 さ れ る こ と
が 判明 して い る ． レ ク チ ン は， 糖蛋 白の 特異糖鎖 と結合す る こ とか ら， 糖蛋 白糖鎖 の 構造解析の 重要な手
段と な っ て い る ． そ こで 16種の レ ク チ ン を用 い ， 肝内胆管付属腺粘液の 性状解析 を試み た． 正 常肝12例，
肝 内結 石 症肝12例 お よ び 胃16例 の 連続切片 を作製 し， 各種 粘液染色 と Avidin －biotin －perOXida se
C O mplex m ethod に よる レ ク チ ン 16種 の染色を行な っ た ． その 結果， レ ク チ ン 陽性部位と粘液陽性部位 と
の 関係か ら， 16種の レ ク チ ン を三 群 に 大別す る こ と が で き た． 粘液 非親和性細胞質親和性群 は Co n－A ，
VF A， P H A－E の 3種， 粘液親和性細胞質親和性群 は LcH， P E Aの 2種， 粘液親和性細胞質非親和性群 は
S T A， W G A， D B A， S B A， H P A， P N A， G S－I， M P A， RC A－I， U E A－I， Lotu sの 11種 で あ っ た ． それ ら の 糖
蛋白糖鎖特異性よ り， 肝内胆管系上皮の粘液糖蛋白内に は a －D－ N －Acetylglu co s a min e， a －D－Gala cto s e，P－
D．G ala ctose， a － しFu c o s eが 高率 に 存在 し， a －D， M a n n o se， a －D－ Glu c o s eは粘液内に は存在せず， 細胞質
内非粘液部 に び ま ん性 に 存在 す る と考 えられ た． 粘液染色に よ り肝内胆管付属腺を壁内外の 酸性粘液型粘
液腺， 中性粘液型粘液腺， 低 分泌塾粘液腺 に 分類で き たが， レ クチ ン 結合能 に は酸性粘液型粘液腺と中性
粘液型粘液腺の 間， 並び に 胆管 の 壁外腺と壁内腺と の 間で有意差 は認め られ な か っ た
． 肝内結石症肝 と正
常肝 との 間で も， 粘液 に 質的な差 は見ら れず， そ の量 的増加が結石の 形成増大に 関与 する と考 え られ た．
低分泌型粘液腺は従来奨液腺と され て い た も ので あ るが ， 酸性 ． 中性粘液型粘液腺 へ の 移行を見る こ と に
よ り， そ の
一 部は後者の 前駆細胞 と考 えられ た． ま た胆管の 中性粘液型粘液腺と胃の 幽門腺との 間 に レ ク
チ ン結合能の 類似性があ り， 前者 の 発生に 閲 し幽門腺化生を否定 で き な か っ た ．
Eey w o rds Le ctin， M u c u s， Glyc opr otein， Hepatolithiasis， Intr ahepatic
peridu ctalgla nd，
レ ク チ ン は糖蛋白の特異糖鎖 と結合す る こ とか ら ，
糖蛋白糖鎖の 構造解析の 重要な手段 と して用 い られ て
い る の み な ら ず廿 唖 ， 細胞分化 や腫瘍化 に 伴 う種々 の
レ ク チ ン 結合能の変化が注目 を受 け てい る弟 ．
肝内胆管に は肝外胆管S糊 同様， 胆管固有 の 付属腺 が
肝内深く まで 生理 的に 存在す る こ とが ， 当教室 で 発見
さ れ て い る71． そ の 付属腺は粘液腺房と焚液腺房 と か
ら な る混合腺 とされ て い るが ， そ の 生理 的な機能に 関
し て は ま だ知見が 乏 し い ． 肝 内結石症 で は肝内胆管付
属腺特に 粘液腺の 増生 が その 特徴的組織像の 一 つ とさ
れ てお り8 ト1 0J， こ れ らの 産 生 する 粘液と結石形成と の
因果関係 が最近注目 され て い る ． 胆 嚢 で は同様の 粘液
腺が慢性炎症 に お い て認 め られ， しば しば幽門腺化生
を伴う こ と が知 られ て い る1 111 2Iが ， 肝 内月員管に お ける
幽門腺化生 に つ い て は まだ 検討され て い な い ．
そ こ で 本研究 で は肝内胆管上皮や そ の 付属腺 に つ い
A bbreviatio nsこ A B， AIcianblu e三 A B C， Avidin －biotin－Pe r O Xidas e c o mplex 三 Co n－ A， Con－
C ana V alia En sifor misi D A B， 3，3
，
－ Diamin obe nzidin eニ D B A， Dolicho s Biflo r usニ d P A S，
dia stas ePeriodic acid Schiff三 G S－I， Griffonia Sim plicifoliaI3 H E， He m atoxylin a nd e osinニ
H I D， H ighiro n dia mineニ HPA， Helix Po m atiaニ LcH， Le ns Culin arisニ Lotus， Lotus
肝内胆管上皮及び その 付属腺の レ ク チ ン 結合能
て， 16種の レ クチ ン に よる糖蛋白糖鎖 の 結合能 を検討
し， 正 常肝 と胆内結石症肝と を対比 し て， そ の粘液の
性状解析を試み た． 同時に その 成績 を胃の 粘液腺であ
る幽門腺， 分泌上皮 である腺裔上皮， 吸収上皮 で あ る
十二 指腸上皮 の三者 と比較し て肝内胆管系上皮の 性格
を知る こ と を目的と し た． こ の よう な研究 はま だ報告
され て い な い ．
対象お よ び方法
工 ． 対 象
対象は正 常肝 12例， 肝内結石 症肝 12例お よ び胃 16
例で ， い ずれ も成人 例で ある ． 正 常肝 は す べ て 剖検例
で， そ の肝門部胆管 を使用 した． 肝内結石症肝は中枢
型 10例と末梢型2例の計 12例 で， 中枢型 はす べ て手
術材料， 末梢塾は剖検例で ある． 中枢型で は結石部胆
管を使用 し， さ ら に 未棺型で は肝門部胆管も使用 し た，
胃は主 とし でl隻性胃潰瘍に て手術 され た も ので ， 十 二
指腸 を含む幽門部 を使用 した． 得られ た 材料 は直ち に
10％中性ホ ル マ リ ン で 固 定し， パ ラ フ ィ ン包壇 した．
王王
． 病理組織化学的染色法
パ ラ フ ィ ン ブ ロ ッ ク から 4ノ上m の 連続切片 を充分量
作製し， H E染色， ジア ス タ ー ゼ 消化後 P A SくdP ASl
． ア ル シ ア ン ブ ル ー くA Icia n Blu e， A Bl pH 2．5
重 染色 くdPA S■ A BpH 2．51 お よ び HI DくH ighir o n
diamin el 用 ． A BpH 2．5 重染色 くHI D． A BpH 2．51
を行 っ た ． さ らに 必 要に 応 じム チ カ ル ミ ン 染色， A B
pH l．0染色， A BpH 2．5染 色 d P A S染色 を行っ た．
ま た a vidin－biotin －pe r O Xida se c o mple x m ethod
くA B C法1川 1引を用 い て 16種の レ ク チ ン を染色 した．
レ ク チ ン は表 1に 示 す ごとく 結合能 を有す る特異糖鎖
に よ り 5 グル ー プ に 分 け ら れ るり岬 ． す な わ ち D．
M a n no s eくDT Glu c o s el －binding le ctin s， 2－
Ac eta mido－2－de o xy－D－ Glu c o s e－binding le ctin s， 2．
Ac eta mido－2－de o xy－D－ Gala ctos e－bindingle ctin s， D
－
Gala cto se．bindingle ctin s， L
－Fu c o se－bindingle ctin s
であ る0 16種の レ クチ ン は ビオ チ ン 標識 レ ク チ ン くE．
Y． Lab． ， In c． ， U ．S ．A ．1 を使用 した ． A B C法の 手順は
0．3％ H202加 メ タ ノ ー ル で 20分処理後 1％牛血清 ア
ル ブ ミ ン に 1 時間か ら一晩浸漬， ビ オテ ン標識 レ クチ
ン く10m glml P B Slと室温下で 30分反応させ ， A B C
液 くVe cto rLab． ，In c． ， U．S．A ．1と室温下 で 30分反応，
Tetragonolobu sニ M P A， M a clur aPr o mifera
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0．01％ H202 －0．2 m gノml D A Bく3，3
，
－Dia min o－
ben zidin e， SI G M A C H E M IC A L C O M P A N Y U．S．
A ．1 で発色， へ マ トキ シ リ ン に て核染後， 型 の ごとく
脱水封 入 し た
．
な お 各 反 応 ス テ ッ プ に は， 0．01 M
pH 7．2 P B Sで 充分洗浄し た． 上記の A B C法 の陰性
対照 と して， ビオ テ ン標識 レ ク チ ン との 反応の 代わ り
に P B S を 30分反応させ た．
1工I． 判 定
検鏡に 際 し肝内胆管系上皮 を肝内胆管付属腺上皮，
胆管上 皮， 細胆管上皮と に 分 け， さ ら に 肝内胆管付属
腺を， 胆管壁固有の結合織帯内に ある壁内腺と ， その
外に あ っ て 粗な 結合織内に ある壁外腺と に 分 けた7I．
肝細胞お よ び毛細胆管， また 胃粘膜に お い て は， 幽門
腺， 胃腺席上 皮， 十 二 指腸上 皮に つ い て も それ ぞ れ観
察 した．
レ クチ ン結合能の 判定は それ ぞ れの上 皮に つ き レ ク
チ ン 陽性部位 と平均陽性細胞率で示 した． レ クチ ン陽
性部位 は陽性部の 上皮内局在 に よ り， 内脛緑が 染ま る
も の ， 胞体内粘液が染 まる もの ， 内腔緑下の 粘液陽性
部が染まる も の， 核上 部が顆粒状に 染まる も の ， 細胞
質非粘液部 が び ま ん性 に 染ま る も の に 類型化 で き，
個々 の 症例の 陽性部位 を最も多い 代表的陽性部位 で表
現 したが ， 重複す る場合 はそれ らを併記 した．
陽性細胞率は個々 の症例 で 各上 皮全体に 対 し陽性細
胞が占 め る ％を算定 し， 100％ く墓90％ユ を 5， 80％
く70－89％う を 4， 60％ く50－ 69％つを 3， 40％ く30 －
49％う を 2， 20％ く10－ 29％う を1， 偽陽性 く10％ンコ
を 0．5， 陰性 く0％1を 0 と して点数で表現した ． そ し
て微弱な染ま りの 場合 は， 偽陽性 と判定 した． 平均陽
性細胞率 は こ う して 得 られ た点数を全症例で 平均し て
算出し て得 た ． 統計学的な有意差の 検定 は， Ma n n－
W hitn ey の U 検定 で 行い ， pく0．05 を有意と定め た．
本来， 免疫組織化学的染色法は定性的染色法 で ある が，
本研究で は， 以上の よう に 陽性細胞率を点数 で 表現す
る こ と に よ り， 定量お よび統計学的有意真の 検定を試
み た．
IV． 電顕 的観察
正常肝 の 一 例の 酸性粘液型粘液腺と低分泌型粘液腺
と に お い て 電顕的観察を行 っ た ． 2．5％ グル タ ー ル で 固
定， 1％オ ス ミ ウム 酸で 後固定， エ タ ノ ー ル 脱水後 エ
ボ ン樹脂で包増 した． 超薄切片作製後， 酢酸ウ ラ ニ ー
ル ． ク エ ン 酸鉛で 二 重 染色 を施 し， 透過型 電子顕微鏡
P B S， P hosphate buffereds alin e三 P E A， Pis u m
Sativ u m三 P H A－E， Phase olu sVulgaris E三 P N A， Ar a chis Hy poga e aニ R C A， Riccin usCo m－
m u nisニ S B A， Glycin eM a x三 S TA， Sola n u mTuber osu mニ U E A－I， Ure xEur ope ausI三 V F A，
Vicia Fabai W G A， Tritic u mV ulgaris．
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d P A S染色は中性枯液を， A BpH 2．5染色は シ アロ
ム チ ン を， H 工D染色は ス ル フ ォ ム チ ン を染色す る 叩
．
これ ら の 染色性に よ り肝内胆管付属腺 を酸性粘液塾粘
液勝と低分泌型粘液腺 く従来衆液腺 と呼ばれ て い た も
の1， さ ら に肝 内結石症で は， 中性粘液型粘液腺と に 分
類で きた． 以 下に それ ぞ れの 特徴 を示 す．
い 酸性粘液型粘液腺
A BpH2．5染色に そま る シ ア ロ ム テ ン よ り も， H 工D
染色陽性の ス ル フ ォ ム チ ン が 多く存在 し く共に 酸性粘
液I， 中性粘液 は少量で あ っ た く写真1a，1bL その 原
藤
形質は低 円柱状で ， 内藤側に 多量の 粘液が貯留し， そ
の た め核 は基 底側に 庄 平 さ れ て い た． 電顕的観察で は
光顕上粘液陽性部に 低電子密度の 粘液顆粒が核上 の 原
形 質内に 充満 し，O rga nellaに 乏 し い く写 真2l． 正 常肝
と肝内結石症肝 ， 壁外腺と壁内腺との 間 に は粘液の 量
的違 い は ある も の の ， 個々の 腺細胞 に は 上記 の 粘液染
色性 に 違い は な か っ た
．
21 中性粘液型粘液腺
こ の 型の 粘液腺は ， 酸性粘液型粘液腺 と ほ ぼ同様の
細胞形態 を示 したが ， そ の 含有す る粘液 は中性粘液が
主体で ， 酸性粘液と く に ス ル フ ォム チ ン が著滅し て い
る粘液腺で ある く写真3a，3bI． こ の 中性粘液型粘液腺
は肝内結石症の 壁内腺で よ く増生し てお り， 本来壁内
腺 の 乏 し い 正常肝 で はほ と ん ど認 め られ なか っ た ．
3ユ 低分泌型粘液腺
Tablel－ Ca rbohydrate－b in ding spe cificty of fiv egro ups of le ctin s
Le ctin Ca rbohydrate－binding spe cificty
D－Ma n n o seくD－ Glu c o selqbindingle ctin s
Co n － A a －D－Ma n5 a －DL GIcン cr－ GIcN A C
V F A cY－D－Ma ny a －D－ GIcN Ac
P H A－ E P－D－ Galく1一 一4トP－D－GIcN Ac－ くトー 2ト a － D－ Ma n
LcH a －D－Manン a － D－ GIc， dt－D－GIcNAc
P E A cr－D－ Manン cr－ D－ GIcン a ． D－ GIcN Ac
2－ Ac etamido－2，de o xy－D－Glu c os e－bindingle ctin s
S T A 岸－ D－ GIcN Ac－くト 雄 一 rB－D－GIcN Ac－ くト 瑚コ2 － P －D－ GIcN Ac
W G A tP くトヰ4トD－ GIcN Acナ 2， D－ GIcNc
2－Ac eta mido－2－de o xy－D－G ala cto se－bindingle ctin s
D B A a －D－ G al N Ac
S B A a －D－ GalN Acン P－ D－ GalN Ac3， a － D－ Gal
H P A a －D－ GalN Ac， a －D－GIcN Ac， a － D－G al
D－Gala cto s e－bindirlgle ctin s
PN A P－D－Galく1． ．3トD－GalN AcンD－GalN H2 ニ a －D－ Gal
G S－ I a －D－Gal ンa －D－GalN Ac
M P A a －D－G al
R CA q I B－ D－ G al
L－Fu c os e－binding lectin s
U E Aq I cr－ L－ Fu c os e
Lotu s a －L－Fu c os e， a JO－ m erFu co s e
Co n－A ， Conc a n a v ali En siformisニ V FA， Vicia Fabaニ P H A－E， P ha s e olu s
Vulgaris Ei LcH， Le n sCulin arisこ P E A， Pis u mSativ u mニ S T A， Sola n u m
Tubero s um ニ W GA， Tritic u m Vulgarisニ D B A， Dolichos Biflor u s妄 S B A，
Glycine Ma xi HP A， Helix Po m atiaこ PNA， Ara chis Hy poga e aニ G S－I，
Griffo nia Sim plicifolia工i M P A， Ma clur a Pr o mifer ai UE A－I， Ur ex
Eu r ope a u sIi Lotu s， Lotu sTetr ago n olobu s．
肝内胆管上皮及 び そ の 付属腺の レ ク チ ン 結合能
この 粘液腺 は， 正 常肝， 肝内結石症肝と も に 壁外腺
内に 多く 認め られ， 億 円柱上 皮よ り な るが ， 核 は卵円
形で胞体の 中央や や 基底側寄 り に 存在 し， 内陸線お よ
び内膳緑下 か ら核上 部まで の胞体に ， 種々 の 程度に 少
量の粘液 を有 して い た． 酸性粘液と く に ス ル フ ォム チ
ンの割合が 多く， 中性粘液は少量 で あ っ た く写真 41．
電顕的観察で は粗面小胞体 に 乏 しく ミ ト コ ン ド リア も
比較的少量 で あり， 内腔側 に 少数の 粘液顆粒 が証明さ
れ たも の があ っ た く写 真5う．
2 ． 胆管上皮
正常肝お よ び肝内結石症肝 で は共に ， 内膳緑 お よび
内腔緑下に 少量の粘液を認め， シ ア ロ ム チ ン ， ス ル フ ォ
ム チ ン の 酸性粘液の割合が多く中性粘液 は少な か っ た
く写真6う．
3 上 組胆管上皮
細胞形態上は低分泌型粘液腺 に 似て い る が， 粘液 は
陰性か内腔緑 に微量の 酸性粘液を見 るの み であ っ た ．
毛細胆管を含 め肝細胞 に は粘液は証明さ れ な か っ た ．
4 ． 胃粘膜上 皮
幽門腺 の粘液は d P A S染色 の み 陽性で中性粘液 を
多量 に 有し て い た ． く写真7aう． 胃腺席上 皮で は内腔縁
と内膳緑下 か ら核 上 部に 同中性粘液 を認 め た く写真
7bう． 十二 指腸上 皮で は内腔緑 の み に 少量 の中性粘液
Hヒa n 5 Cロre 8f le ctin
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と シ ア ロ ム チ ン を認めた く写真 7cl．
工l ． レク チ ン陽性部位
レ ク チ ン 陽性部位と粘液陽性部位との 関係か ら， 16
種の レ クチ ン を粘液非親和性細胞質親和性艶 粘液醜
和性細胞質親和性群， 粘液親和性細胞質非親和性群 の
三 群に 大別す る こ とが で き た ． レ ク チ ン 陽性部位 は正
常肝と肝内結石症肝お よ び壁外腺と壁内腺とで 基本的
に 同 じで あ っ た ．
粘液非親和性細胞質親和性群 は粘液陽性部 には 染ら
ず細胞質非粘液部 に 染ま るも ので ， こ の 群 に 含 まれ る
レク チ ン は Co n－A ， V F A， P H A－ E の 3種で あっ た ． 肝
内胆管上皮 と その付属腺お よ び 胃粘膜上皮 の い ずれ
の上 皮で も， こ れ ら は細胞質非粘液部 に 陽性と な っ た
く写真 8a， 9a， 10a， 11a，11b， 11c， 13al．
粘液親和性細胞質親和性群は粘液陽性部に も 細胞質
非粘液部に も陽性 とな る もの で， こ の 群 に含 まれ る レ
ク チ ン は LcH， P E Aの 2種で あ っ た ． 酸性 ． 中性粘液
型粘液腺お よ び中性粘液型である幽門腺で は胞体内粘
液が陽性で く写真8bう， 低分泌型粘液腺で は細胞質非
粘液部と内腔緑 お よ び 内膜緑下粘液陽性部や音陽性 で
あっ た く写真 9bコ． 他の上 皮で は主に 細胞質非粘液郡
が陽性 で， 細胆管で は内脛縁， 胃腺簡上皮で は内膿縁
下粘液陽性部も染ま っ たが ， 胆管上皮お よ び十 二 指腸



























































































































































































































Fig．1． The m e a n s c ore of lectin po sitiv e ratio of D－M a n n o seくD－Glu c o s el－bindingle ctins．
T he m e a n sc or eis qu lV alent to the pe rc e ntage of lectin po sitiv e cells inthe pa re nthesis．
Co n－A， Co n c a n a v alia En sifo r misこ V F A， V icia Fabaニ P H A－E， Pha s e olu s Vulga ris Eニ
LcH， Le n sCulin a risニ P E A， Pisu mSativ u m．
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上 皮で は粘液染色陽性の 内陸緑 に は染 ま ら な か っ た
く写真10bl． な お胆管上 皮， 胃腺窟上 皮， 十二 指腸上皮
で は核上 部も陽性であ っ た ．
粘液親和性細胞質非親和性群 は粘液陽性部 に 染ま る
が 細胞質非粘液郡に は染ま らな い も の で ， こ の 群に 含
まれ る レ ク チ ン は残 りの 11種の レ ク チ ン す な わ ち，
S T A， W G A， D B A， S B A， H P A， PNA， G S－I， M P A，
R C A－l， U E A．I， Lotu sで あ っ た ． 酸性 ． 中性粘液型粘
液腺で は胞体内粘液が く写真8cl， 低分泌型粘液腺 で
は 内腔緑お よ び内腔緑下粘液陽性部が染 ま り く写真
9cつ，胆管上 皮で は内腔緑お よび 内腔緑下粘液陽性部が
く写真10cJ， 細胆 管で は内膳緑が染 ま っ た く写真13bl．
ま た 幽門腺， 胃腺窟上 皮， 十 二指腸上 皮で はそ れ ぞ
れ粘液陽性部が染ま っ た く写真12a， 12b，12cl．
毛紙胆管はその内腔縁が， 正 常肝， 肝内結石症肝と も
に WGA， MP A， R C A－I と反応 した く写真 14a，14b矢
印J． ま た肝細胞の 細胞質 は主 と して Co n－A ， V F Aに
陽性で あ っ た が， 肝内結石症肝 で は G S－I， M P A も良
く染 まっ て い た く写真14c， 14dう．
EL 平均陽性細胞率
1 ． 肝内胆管系上皮
11 D－M a n n o seくD－Glu c o sel －bindingle ctin s
Co n－A， V F A， P E A で は， 肝 内胆管付属腺の 平均陽
鮎胤n 引用 r 色 白I l色Ctil
p 8 Sltiv e r iti8
性細胞率は ， 正 常肝， 肝内結石症肝と も酸性 ． 中性粘
液型粘液腺よ り も低分泌型粘液腺 の 方が よ り高か っ た
く図1う． 例え ば肝内結 石症肝壁外腺 で は ， い ず れ も有
意に 高 か っ た ． また肝 内結石症肝 の方が 正 常肝 に比 べ
低 分泌型 粘液腺 で の 平均陽性細胞率が増加 し て お り，
Co n－A ， V F A， LcH で は有意 であ っ た ． 胆管上 皮の 平
均陽性細胞率は ， どの レ ク チ ン も肝 内胆管付属腺の も
の よ り高 く， Co n－ A はい ずれ の 付属腺 よ りも有意に 高
か っ た ． 正 常肝と肝内結石症肝 との 差 は見ら れ なか っ
た
． 細胆 管で は正 常肝 で P E Aが 3．7 と高率で あ り， 肝
細胞で は Co n．A ， V F A が そ れ ぞれ4 ．7， 4 ．1 と 高率に
陽性と な っ た ．
21 2－Ac eta mi do－2－de o xy．D－ Glu c o s e－binding
le ctins
肝内結石症肝 で は正 常肝 に 比 べ ， 酸性 ． 中性粘液型
粘液腺 で の 平均陽性細胞率が増加 して お り， S T A は
有意 に 高 か っ た く図2う． 肝 内結石症肝 の胆管上皮で
は， 平均 陽性細胞率が肝内胆管付属腺 よ り も低か っ た ．
W G A は紳胆管で も 3．7 と高率に陽性で あり， 毛 細胆管
に も 陽性 と な っ た ．
31 2－Ac eta mido－2－de o xy－ D－Gala cto s e－binding
le ctin s
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Fig．2． T he m e a n sc o re of le ctin po sitiv e ratio of 2－ Ac eta mido －2－de o xy
－D－Glu c o se－binding
le ctin s
．
Illu stratio n s simila r to tho se o nFig． 1． S T A， Solan u mTube ro s u mi W G A，
Tritic um Vulgaris．
肝内胆管上皮及 びそ の 付属腺の レ ク チ ン結合能
肝内胆管付属腺よ り 低下 傾向 を示 し， ま た S B A は肝
内結石症 の 壁 内中性粘液型粘液腺で増加 して い た く図
3う． ま た肝内結石症 肝 に お い て は正 常肝 に比 べ H P A，
D B Aの 平均陽性細胞率が増加傾向を示 し たが ， 有 意
差は見 られ な か っ た ． 胆管上 皮 で は ど の レ ク チ ン も
1．5 以下 と低率で ， H P Aで は肝内胆管付属腺に 比 し有
意に 低下し て い た ． 細胆管で も 同様 に 低率で あ っ た
．
41 D－Gala cto s e－bindingle ctin s
正常肝壁外 の 低分 泌 型粘液腺 で は ， M P Aの 平均陽
性細胞率が壁内の も の より 有意 に 増加 し て い た 以 外
に は， 肝内胆管付属腺 の 各上 皮問に 有意差 は な か っ た ．
た だ肝 内結石症肝 の 壁内中性粘液 型粘液腺 で は，
P N A， G S－I が正 常肝に 比 べ 増加傾向が見ら れ た く図
4 1． 胆 管上皮で は M P Aの 平均陽性細胞率 が付属腺 よ
り有意に 低か っ たが ， 他は同程度の 陽性率 で あ っ た ．
紳胆管 で は M P A， R C A Jが そ れ ぞれ 3．0， 3．3 と比較
的高 い 陽性率 を示 した が ， P N A， G S－I が共 に 0．3 と ご
く低率 で あ っ た ． 毛 細胆 管で は R C A一王が 正 常肝で も
1．8 と中程度の 陽性率 で あ り， 肝細胞で は G S．I， M P A
が肝内結石症肝 で それ ぞ れ 1．8，2．7 と中程度の 陽性率
で あ っ た ．
51 L－Fu c o se－bind ingle ctin s
肝内胆管付属腺の 酸性 ． 中性粘液型粘液腺で は， 壁
外壁内と もに 肝 内結石症肝の 方が 正 常肝 に 比 べ 平均陽
性細胞率が有意 に 高く， また肝内結石症肝 で は低分泌
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型粘液腺 よ りも有意 に 高か っ た く図51． 胆 管上皮 で は
酸性 ． 中性粘液型粘液腺 に 比 べ 低下傾向に あ っ た が，
肝 内結石 症肝 に お い て は正 常肝よ り 増加傾向に あ っ
た
． 細胆管で は 0．5以下と ご く低率で あ っ た ．
全体的 に 見る と， 同じ特異糖鎖と結合する レ ク チ ン
で も各上 皮の 平均陽性細胞率 は区々 で あ っ た が， それ
ぞれ の レ ク チ ンの 平均陽性細胞率に は， 酸性粘液型粘
液腺と中性粘液型粘液勝と の 間で も有意差は な く， ま
た壁外腺と壁内腺と の 間で は有意差 は認めら れ なか っ
た ． し か し， 大 まか に は， 細胞質非粘液部と反 応 する
レ ク チ ン 群の 平均陽性細胞率 は， 酸性 ． 中性粘液型精
確腺よ りも 低分泌 型粘液腺の 方で ， ま た肝内胆管付属
腺よ り胆管上 皮の 方で 高い 傾向に あり ， 正常肝 よ り肝
内結石症肝に お い て この 傾向が よ り強く現 れ て い た ．
他方， 粘液部 と反 応す る レ ク チ ン群の 平均陽性細胞率
は， 前者の レ ク チ ン群 と逆に ， 低 分泌型粘液腺 よ りも
酸 性 ． 中性粘液型粘液腺の 方で 高く， 胆管上 皮 よ り肝
内胆管付属腺 の 方 で 高い傾 向に あ り， この傾向は 肝内
結石症 肝 に お い て強か っ た ．
2 ． 肝内胆管付属腺 と胃幽門腺 との比 較
幽門腺 に お い て は胞体内粘液と反 応する レ ク チ ン の
多く が高 い 平均陽性細胞率を示 し た く図鋸 ． こ の 平均
陽性細胞率を肝内結石症肝の壁内中性粘液型粘液腺，
酸性粘液型粘液腺， 正常肝の 壁内酸性粘液型粘液腺と
比 較 してみ る と， 幽門腺に 最 も近 い の は， 結石 肝の 壁












































































































































Fig．3． T he m e a n s c o re of lctin po sitive r atio of2－Ac eta mido －2－de o xy－D－ Gala ctos e．binding
lectin s■ D B A， Dolicho sBiflo r u siS B A， Glycin eM a xニ H PA， Helix Po m atia ．
936 蔚 藤
内中性粘液型粘液腺で あり ， つ い で壁 内酸性粘液型粘 2－ Ac eta mi do －2－de o xy － D ． Gala cto s e－binding
液腺， さ ら に 正 常肝の 壁内酸性粘液型粘液腺 の 順 と 1e ctin s． D－ Gala cto s e．bindingle ctin s， L－ Fu c os e－bind．
な っ た ． ち なみ に 幽門腺粘液は中性粘液で あ っ た ． ingle ctin sで は ， 平均陽性細胞率 は胃腺裔上皮 に お し1
3 ． 胆管上 皮と胃腺裔上皮 十 二 指腸上皮と の 比 較 て 最も高 く， 十 二 指腸上皮， 胆管上皮の 順 に 低下し た
．
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Fig． 4． T he mea n s c o r e of le ctin po sitive r atio of D－ Gala cto s e－binding le ctin s． P N A，
Ara chis Hypoga e aニ G S－I， Griffo nia Sim plicifolia I i M P A， M a clura Promifera ．
1 用 ニ S 川 rP 口f l空こi ほ
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Fig． 5． T he m e a n s c o r e of le ctin po sitiv e ratio of L．Fu c o s e－bindinglectin s． U E A－I， Ur ex
EtlrOpea11SL Lotu s， Lotu sTetr ago n olobu s．
肝内胆管上皮及 び その 付属腺の レ ク チ ン結合能
細胞質非粘液部に 陽性 と な る Co n－A ， V F A， P H A．E
の 平均陽性細胞率 は， 十 二 指腸上 皮に お い て最 も 高
か っ た ． LcH， P E A，S T A， W G A で は， 胆管上 皮に お
い て最も高く ， 十二 指腸上 皮 胃腺裔上皮の 順 とな っ た ．
考 察
I ． レ クチ ン陽性部位と 平均陽性細胞率か ら見 た 肝
内胆 管系上皮の 粘液糖蛋 白糖鎖の 解析
本研究の結果， 16種の レ ク チ ン は ， そ の陽性部位か
ら見て ， 粘液非親和性細胞質親和性群， 粘液親和性細
胞質親和性群， 粘液親和性細胞質非親和性群の 3群の
レ ク チ ン に 分類で き る． 後 2群 に 含 まれ る レ ク チ ン は
各上 皮の粘液と 反応 し， レ ク チ ン 結合特異糖鎖が粘液
糖 蛋 白内 に 存在 す る こ と に な る． す な わ ち， 2－
Ac eta mido－2－de o xy．D－ Glu c o s e－binding le ctinsの 2
極， 2－Ac eta mido －2－de o xy － D － Gala cto s e－binding
le ctin sの 3種， D．Gala cto s e，binding－1e ctin sの 4種，
L．Fu c o s e－binding－lectin sの 2種が 粘液と反応す る の
で ， そ の 粘 液 内 に あ る 特異 糖 鎖 は N－ Ac etyl－
glu c o s a min e， N －Ac etylgala cto sa min e， Gala cto s e，
Fu c o s eで あ ると 考え られ る111 61． さ ら に 平均陽性細胞
率が高 い W G A，H P A，M P A，R C A l， U E A．Iに 共通 す
る特異糖鎖 は， 表 1よ り a －D－ N －Ac etylglu c o s a min e，
a
．D．Gala cto s e， P－D－ G ala cto s e， a －L－Fu c o s eで あ り，
こ れ らが粘液内に 高率 に存在す る もの と推定 で き る．
以上 の レ ク チ ン は肝内胆管系上皮 の み な ら ず胃粘膜上
皮の 粘液に も同様 に 陽性で あ っ た ． しか しなが ら肝内
胆管系上皮に お い て は， 粘液親和性細胞質非親和性群
に 属す る レ ク チ ン の平均陽性細胞率が酸性 ． 中性粘液
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型 粘液腺で 最 も高く ， 次 い で低分泌型粘液腺， 胆 管上
皮の 順 に 低く なる傾向に あ り， 同様に 胃粘膜 に お い て
も幽門腺が最も高く ， 胃腺蘭上 皮， 十二 指腸上 皮の順
に 低く な っ た ． こ の こと よ り平均陽性細胞率 は上 皮の
粘液分泌能 を反 映す る もの と考え られ る． さ ら に 肝内
結石症で平均陽性細胞率が増加傾向に あ っ たの は主と
して 酸性 ． 中性粘液型粘液腺 であ り， こ れ は著 しく増
生 した粘液腺 が粘液分泌能冗進の 状態に あ る こ と を意
味 して お り， これ らが結石含有胆管の 特色だ と思わ れ
る
．
D－M a n n o s eくD－Glu c o seトbinding le ctin sの う ち
LcH，P E Aは粘液 に も細胞質に も反 応す るが， 同属の
Co n－ A， V F A， P H A－E は粘液 と反応せ ず細胞質と の み
反 応す る． こ の 遠 い は い っ た い 何に よ る もの だ ろう か．
一 般 に レ ク チ ン と糖蛋白糖鎖との反 応は抗原抗体反応
の よう に 一 対 一 の反 応で はな く， 複数の 特異糖鎖と反
応し たり 刷 1別 ， 糖蛋白糖鎖の 三次構造に 左右さ れ た り
す る 抑 ． 複数 の 特異糖鎖と レ ク チ ン との結合は競合反
応に よ る も の で あ り2 1ほ2I， その解離定数に よ り結合の
強弱が決定 する ． た とえ ば a ND－N ．Ac etylglu c o sa min e
と の 結合の 強 い レ クチ ン は， 粘液部に 陽性を示すが ，
結合 の 弱い レ クチ ン は， 化学的に 同属で あ っ て も， 粘
液と反 応し な い ． 粘液と も細胞質とも 反応す る レ クチ
ン群 は， a －D－N ．Ac etylglu c o s a min eと比較的よ く結合
し， か つ 細 胞 質 に 豊 富 な a ． D－M a n n o seや a ． D－
Glu c o s eと結合す る ため と考 えられ る．
消化管 の 粘液 で は 一 般 に 糖残基 と し て Gala cto s e，
Fu c o s e， N － Ac etylglu c o s a min e， N － Ac etyl－
gala cto s a min e， シ ァ ル 酸が主 で あ っ て ， M a n n o seや
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Fig． 6． T he c o mpa riso nin the m e a n sc o re of lctin po sitiv eratio betw e e nthe intrahepatic
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Glu c o s eは少 なし1と さ れ てお り2 312 4l， 胆汁 の 粘液分析
でも 同様である矧 朝 ． また Le eら は と 卜胆嚢胆石症，
実験胆糞胆石症26Iお よ び胆泥症例27Iに お い て， 正 常胆
汁と胆石胆汁お よび胆褒胆汁と肝胆汁 との 間に 粘液糖
蛋白の質的変化が認 め られ な い と して い る． 本研究で
は 肝内胆管系上皮 の粘液糖蛋白 に a －D． N． Ac etyl－
glc o s a min e， q －D． Gala cto se， P－D－Gala cto s e， a －L－
Fu c o seが 高率 に 存在 し， u － D－ Glu co se お よ び a －D－
M a n n o s e残基が含ま れ ない こ と， ま た正 常肝 と肝内結
石症肝の 肝内胆管付属腺粘液 に 質的変化が見ら れず，
胃粘膜との 間に も差異が な い こ と を裏付 ける こ とが 出
来た ．
工I ． 中性粘液型粘享夜腺の 増生機転
Cbo uら2 9Iは ヒ ト肝外胆管の 付属腺の組織化学的研
究で シ ア ロ ム テ ン ， ス ル フ ォ ム チ ン と 少量の 中性粘液
を認め て お り， ま た Esterly ら3 Oりま正 常胆嚢粘膜表層
上皮の粘液は ス ル フ ォ ム チ ン か らな り ， 病的状態で は
シ ア ロ ム テ ン が優位 に な る と して い る ． 肝内胆管系上
皮の 粘液 でも ， 酸性粘液と く に ス ル フ ォ ム チ ン が 主体
で あ り肝内結石症で増加す る． しか しそれ と は別に ，
肝内結石 症で は とく に 壁内腺 で中性粘液型粘液腺が増
生して く るの で， 酸性 ． 中性 の 両粘液が胆管壁か ら 多
量に 分泌 され る． 脱 糞で も慢性炎症で中性粘液 を有 す
る腺増生 を認め る こ とが あ る が， こ れ は胆嚢上 皮の 幽
門腺化生 に よ る と考え られ て い る1り12I． しか し， 肝内胆
管付属腺 の レ ク チ ン 陽性部位 か ら み ると， 酸性と 中性
の 粘液腺 の レ ク チ ン 反応 に差 が な く， ま た壁外腺と壁
内腺， 正常肝と肝内結石症肝 と の 問 に も レ ク チ ン結合
能に 質的羞が認め られ なか っ た ． 従 っ て ， 肝内結石症
と正常肝との 間に は， 粘液の 量的遠 い の み が著 しい と
考 えられ る．
寺田71は肝外お よ び肝内胆管 の 壁外腺は胆管系固有
の腺組織 であ るが， 壁内腺 は胆管壁 の刺激に 基 づ い て
生じた被覆上皮の壁内駿入 に よ り生 じたも の で あろう
と して い る． 従 っ て肝内結石症に お い て中性粘液型粘
液腺が主に壁内で著 しく増生 し， 同 じ中性粘液型粘液
腺である幽門腺類似の レ ク チ ン 結合部位 と レ ク チ ン 陽
性細胞率を示 す こ とか ら， 中性粘液型粘液腺は胆嚢同
様に 幽門腺 に 化生 した壁内腺の増生と考 え られ る．
m
． 低分 泌型粘液腺 の 意義
肝内胆管付属腺は光顕的観察 に より粘液腺と奨液腺
と か ら なる 混合腺 とさ れ て い る7I
．
一 般 に 紫液腺細胞
は， 胞体が暗く好塩基性で ， 混 合腺で は襲液半月 を形
成する ． 電顕的に は高電子密度の奨液顆粒が存在 し，
粗面小胞体が よ く発達 して お り ミ ト コ ン ド リア に も富
んで い る 紺 a 2I
． 本研究の結果， こ の寮液腺 は， 粘液腺 と
基本的に 同 一 種類の 腺 であ り， 粘液分泌機能の低い 状
態の も の と推定 され， 低分泌型粘液腺 と呼 ぶ の が適当
と考 えた ． そ の理 由の 第 一 は， 低分泌型粘液腺 は光顕．
電顕観察 で粘液 を有 し て お り， レ ク チ ン 結合能 も酸
性 ． 中性粘液型粘液腺と基本的 に 類似 す る． 第二 に ，
低分泌型 粘液腺 と酸性 ． 中性粘液型粘液腺 との 中間 ．
移行像 が認め ら れ る． した が っ て 柴液腺 と い う名称よ
り低分泌塾粘液腺 のカが よ り妥当である と考 えられ ，
分泌 活動の休止状態 に あ る も の も こ れ に 含 まれ る．
肝内結石症 の壁外腺で は 一 つ の 腺房 の辺 緑部に 酸性
粘液型粘液腺があり， 中心 部に 低分泌型粘液腺が見ら
れ， 両者の 中間細胞が出現す る こ と が あるの で ， 壁外
腺増生の なか でもっ とも重要な のが 低分泌型 粘液腺の 増
生で あ ろう ． こ れ に 対 し壁内腺で は， 中性粘液型粘液
腺 の増生が目立 ち， 酸性粘液型 の も の も混在 し， 形態
上 そ れ らが し ば し ば胆管被覆 上皮と連続 して い る の
で， そ の 由来は胆管被覆上皮 に あ る と思わ れ た．
IV． 肝 内結石 症 に お ける 粘液の 意義
従来 か ら胆嚢結石 と 粘液 と の 関係 が指摘 され て お
り， 胆石 症 で は 正 常 よ り膿汁中の粘液糖蛋白が増加
し2引2 6榊 I， 結石 内に 粘液糖蛋白が組織化学的 叫 に ， 生化
学的35Iに， 分 光学的3 6即1に 証明 さ れ て い る． 組織学杓に
は胆嚢粘膜に 粘液過分泌像が認め られ 3郎可 い， 実験的胆
嚢結石 で は 結 石 形成 以 前 に 粘液腺組織 が 出現 す
る3 8I4 014 2 ト 4 51
．
in vitro の 結石 形成実験 で は胆嚢粘液と
どリ ル ビ ン が結合 し4 6ト 欄 ， 核形成 を増進 させ る 瑚 ． こ
の よう に 粘液が 結石 の 核形成お よ び結石 の 成長増大 に
関与 し てい る と考 えら れ る． Le eら2 7Iは胆 嚢胆泥症例
の 検討 で ， 胆泥 中に 多量 の 粘液が含 まれ る と同時に ，
胆嚢上 皮の粘液過分泌像 と幽門腺化生 を認 め たと して
お り， 胆石 の核 とな っ て コ レ ス テ ロ ー ル 結晶の 形成 に
つ なが る と し て い る ． 閉塞性黄痘 に 伴 っ て肝内胆管 に
胆泥と微小結石 を認め る こ と が あ り50J， 組織学的に は，
その 主 成分は過剰な粘液 く中性 お よび 酸性1 とど リル
ビ ン お よ び ど リ ル ビ ン カ ル シ ウ ム 顆粒 か ら な っ て お
り， こ れ らが 胆泥 な ら び に 微小結石形成 を促進す るも
の と 考 えられ る． し か しな が ら肝内結石症 に お い て増
加す る 粘液の 糖蛋白糖鎖 に は正 常と 変化 がな く ， その
分泌量増加が第 一 義的 に 結石形成 に 関与 す るも の と考
え られ る． 粘液 は本来粘性と弾力性を有 すも の で ある
か ら， 分泌量増加 が胆汁停滞 を生 じさせ ， 核形成 を促
進す る 一 因 とな り う ると 考え られ る．
結 論
1 ． 肝 内胆管上皮お よ び その 付属腺の レ ク チ ン結合
能の 所見 か ら，用 い た 16種 の レ ク チ ン を三群 に 大別で
きた． 粘液非親和性細胞質親和性群 は Co n－A ， V F A，
P H A－ E の 3種， 粘液親和性細胞質親和性群 は Lc王1，
肝内胆管上皮及び その付属腺 の レ ク チ ン結合能
P E Aの 2種， 粘液親和性細胞質非親和性群は ST A，
W GA， D B A， S B A， H P A， P N A， G S一工， M P A， R C A－I，
U E A－I
，
Lotu sの 11種 で あ っ た ．
2 ． レ ク チ ンの 糖 蛋白糖鎖結合の 特異性 か ら ， 肝内
胆管系上皮の 粘液糖蛋白内に は a － D－N －Ac etylglu c o s－
amin e． a ．D－ Gala cto se， PTD－Gala cto se， a － しFu c o s e
が高率に 存在す ると 考 えら れ た． 逆 に a －D－M a n n o s e，
a
－D－Glu c o s eは粘液内 に は存在せず， 細胞質内非粘液
部に 存在 する と考 え られ た． 以上 の 所見か ら， 肝内胆
管系上皮群が多様な粘液糖蛋白を分 泌 ， 保有す る こ と
が示 唆され た ．
3 ． 肝内胆管付属腺 を粘液染色に よ り胆管壁内外の
酸性粘液型粘液腺 と中性粘液型粘液腺 と低分泌型粘液
腺に 分類し た． 低 分泌型粘蘭腺は従来奨液腺 と され て
い た もの で あ るが， 中性 ． 酸性粘液型粘液腺 へ の 移行
像 を見 る こ と や レ クチ ン結合部位か ら， 粘液分泌能の
低 い 状態に あ る粘液腺組織と考 えら れ た．
4 ． 肝内胆管付属腺 の レ ク チ ン 結合能 に は酸性粘液
型粘液腺と中性粘液型粘液腺 との 問お よ び， 壁外腺と
壁内腺 との 間で有意差 は認め られ な か っ た ． ま た肝内
結石 症 肝 と正 常肝 と の 間 で も 粘液 に 質的差 は見ら れ
ず， そ の 量的増加が結石の 形成増大に 関与す る もの と
考 えられ た ．
5 ． 肝内結石 症の 壁内腺に は， 中性粘液型粘液腺の
増生が目立 ち ， その レ ク チ ン 陽性細胞率 の 傾が 中性粘
液型粘液腺である幽門腺の 備に 近か っ た ． した が っ て，
胆管被覆上皮由来の 増生壁内腺が ， 幽門腺化生 を起 こ
して ， 中性粘液型粘液腺 の パ タ ー ン をと る と考 えられ
た
．
6 ． 毛細胆 管に は W G A， R C A－I が肝細胞 に は Co n－
A， V F A， G S－I， M P A が陽性で あ っ た ．
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Lege nds fo rphotographs
Photol． T he e xtr a m u r al m u co u sglands of the
StO n e－ C O ntainingdu ctstain ed by dP A S． A BpH
2．5くal a nd H I D． A BpH 2．5くbI． A BTpO Sitiv eくal
a nd H I D－ pOSitiv eくbl a cid m u cin pr edomin ates
la rgelyd P A S－pO Sitiv ene utr al m u cin ． X200．
P hoto2． Ele ctro n mic r ogr aph of the extra m u r al
m u c o u sgla nds． T he re a re m a ny m u c o u s
granules c ontaining low electr o n den sity
m aterials in the cytopla s m m o stly of supr a n u－
Cle a r r eglO n a nd s c anty organe11e s．
P hoto3． T he intr a m u r al m u c o u sgla nds of the
StO n e－ C O ntaining du ctstain ed by d P A S．A BpH
2．5くal a nd H ID．A B pH 2．5 くbl． Note dP A S－
po sitiv eくala nd A B－ a nd H I D－n egativ eくbln e utr al
m u cin in the cytopla s m． x 2 0 O．
P hoto4． T he e xtra m u r alpo o rly se c reto ry gla nds
Ofthe sto n e－C O ntainingdu ctstained byd P AS．A B
PH 2．5． T he r eis alittle a m o u nt of m u cinin the
lu min al bo rde r a nds ubbo rder a re a． AB－pO Sitive
acid m u cin predo min ates． X2OO．
P hoto5． Ele ctro n mic r ogr aph of the e xtra m u ral
po o rly s e creto ry gla nds． T her e a r e afe w
m u c o u sgr a n ule sくa rr o w sHn the apic al po rtio n
a nd s c a nty r o ugh endopla smic reticulu m a nd
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mito cho ndria．
P hoto6． T hebiledu ct epitheliu min n orm al liv e r
Stain ed by dPA S■ A BpH 2．5． T here is a little
a m o u nt of m tlCin in the lu min al bo rder a nd
S ub border a re a． A B－ pO Sitiv e a cid m u cin
predo min ate s． x 200．
P hoto7． Pylo ric gla ndsくaJ，fo v e ola r epitheliu m 伽
a nd du odenalepitheliu mくCJstain ed bydP A S．A B
pH 2．5． d P A S． po sitiv e n e utr al m u cin w a s
pr edo min a ntlyfo u nd in a a nd b， Whilether eis a
little a mo unt of A B－pO Sitiv e a cidm u cin in the
lumin al bo rde r of du oden al epitheliu m くcl． X
200．
Photo8． T heintr a m u ral cidm u cin gla nds ofthe
StO n e－ C O ntaining du ct tre ated with Co n－A くal，
P E AくbIa nd W G AくCl． Co n－A in c o rpo rateswith
O nly the n o n－ m u Cino u spo rtio n ofthe cytopla s m
くal， While P E Aand W GA in corpo r ate with
m u cin －pO Sitiv e a r e a ofcytopla s mくb， CJ． X200．
Photo9． T he e xtr a m u r alpo o rly s e cr eto rY gla nds
Ofthe sto n e－ C O ntaining du ct tr e ated with Co nqA
くal， P E Aくbla nd W G Aくcl． Co n－A r e a cts withthe
CytOpla s mくal． W G A binds with m u cin －pO Sitiv e
lu min al bo rde r and s ubborder a r e aくCI． P E A
re a cts with n ot o nly the m u cin－n egativ e cyto
－
pla s m but also m u cin －pOSitiv elumin al bo rde r
くbI． X200，
PhotolO． T hebiledu ctepitheliu min n o r m al liv e r
tre ated with Co n－A くal， P E Aくbl and W G Aくcl．
Note Co n－A a nd P E A－pO Sitiv e cytopla s m but
m u cin －pO Sitiv elu min albo rde ris a v oidedくa， bl．
W G Are a cts with eithe r m u cinーpO Sitiv elu minal
borde r o r s ubapic al cytopla s mくcI． X200．
Photo l l． Pylo ric gla ndsくaI， fov e olar epitheliu m
くbla nd du oden alepitheliu mくcJtr eated with Co n－
A． Co n－A do es n ot bind with m u cin －PO Sitiv e
a r e a sin the apl C alpo rtio n s， but with the other
parts of cytopla sm ． x 2 0．
Photo 12． Pylo ric gla nds くal， fo v e ola r epitheliu m
O31 and du ode n al epitheliu m くcl tr e ated with
W G A． W G Are a cts with m u cin－PO Sitiv e a r e a s，
but n ot with the non T m u Cino u s cytopla s m． x
200．
P hoto13． Biledu ctula r epitheliu min n o r m al liv e r
tr e ated with Co n－A くal a nd W G Aくbl． Con．A
binds with the n o n． m u cin o u s cytopla s mくalbut
W G A binds with o nlythelu min al bo rde rくbl． X
942 斎 藤
200． a rr O W SJ． Co n． A re a cts with the cytopla s m of
P hoto14． Hepato cyte sfro m live r with hepato
－ alm o st all hepato cytesくcl， While G S－I sho w s a
lithia sis． The bile c a n alic ular m e mbrans ar e fo c al a c c u m ulatio n within the cytopla s mくdI． X
po sitiv e for R C A
－Iくa， arr OWSJ a nd W G Aくb， 200－
Lectin BindirLg Activity ofthe Epitheliu m oftheIntr ahepatic Bile Duct Glands and
Co v ering Epitheliu m ofthe Du ctin Nor m al Hu m a nLiv ersI Liv ers with Hepatolithiasis
a nd Gastric M u c os a， － a Co mpa r ativ e Study K atsuhiko Saito， 2nd Departm e nt of
PathologyくD irector こ Pr or G． O htal， Schoolof Medicin e， Ka n a z a w aUniv e rsity， Ka na z a w a920－
J． Ju zen Med． So c． ， 95， 9 30－ 945い9 86J
Key w o rdsこ Iectin ， m uC u S， glycopro tein ， hepat olithiasis， intrahepatic pe ridu ctalgla nd．
A bstra ct
Previo u studiesfiom ourlaboratoryindicated that the pr oliftra tio n of intr ahepatic pe ridu ctal
gla ndsis one ofthe cha r a cte ristic hist opathologlC al fbatu r esin hepatolithia sis a nd that the glands
are c apable ofprodu cing the mucin ． Sixte en le ctins， know n to hav e a n a ctlV lty tO b
ind the
specific carbohydra te residue， W er e uSed in the pr e sentstudy toe xamin ethe c arbohydr ate moiety
ofthe mu cin of intr ahepatic bile du ct system in norm alくtw elv ein n u mbe rl a nd hepatolithiasis
くtwelveJ live rs． Lectins wer e stain ed by the a vidin －b iotin －pe rOXi dase c om ple x m ethod a nd
histo che mical stains fbr m u cin w e re pe rfbr m ed sim ulta n e o usly o n s e rial sections． T he r esults
obtain ed w e re a sfbllows．
くり A batte ry ofsixtee nlectins we r e cla s sified int o three gr o ups， On the basis of whethe rthe
le ctin binding a ctivities w e r eobserved in mucin －PO Sitive o r
－ n egativ e regl O n S Ofthe cytopla s m．
Lectin s ofthefirstgroup， Which didn otbind with m u cin －pO Sitiv e r eglOnSbut with m u cin
－ n egativ e
r egions ofthe cytopla s m，in cluded Con
－ A
，
V F Aa nd P H A－ E． Le ctins of the se condgr o up， Which
bo u nd both with m u cin －pO Sitiv e and － n egativ eportion s， C On Sisted of LcH a nd P E A． Le ctin sin
the third gr o up， Which bo und only with m ucin
－ pO Sitiv e reg10nS， W er eS T A， W G A， D B A， S B A，
H P A， P N A， G SqI， M P A， R C A
－I， U E A Ja nd Lotu s．
く21Based on thefindings ofthe c arbohydr ate specific ty of binding with indivi du al le ctins，the
m u cin ofintrahepatic bile du ct syste m in nor m al a nd dise a s ed liv e rs contained abu nda nt N
－
ac etylgluc osa mine， gala ct o se a nd fucos ebut c o ntain ed n either m a n n o s e n o rglu c ose． T helatter
tw o were di軌 sely stained in the cytoplas mic portio nhaving n o m ucin ．
く3JT heperidu ct algla nds we r edivided into thre ety pes二 a Cid， n e utr al， a nd little o r n o m u cin ．
T hele ctin binding a ctl V lty， however， didn ot difrbetw ee nthe gla nds of acidm u cin ty pe a nd
those of ne utr al m u cin ty pe － A Iso， nO di 能rence in the qu ality of m u cin w a sfbu nd betw e e n
nor m al a nd hepatolithiasis liv e rs－
く41 T helittle or no m u cin ty pe ofthe gland ofte n re v e aled a transition to the a cido r n e utr al
m ucin ty pein hepatolith iasislivers． T his s ugge ststhat thefbr m e ris apr e c u r s o r ofthelattertw o一
く51 A close similarity in the le ctin binding capa city betw e e nthe n e utral m u cin －PO Sitiv e
periduc t algla nds andthe pyloric gla ndsimpliesthatperiductalglands ofn e utr al m u cin ty pe m ay
r e s ultfナom the pyloric gland m etaplasia．
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